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皆さん、「アミノ酸」という言葉を耳にされたことがあると思います。栄養素

(タンパク質の構成成分)としてだけではなく、最近いろいろな病気との関係もわ

かってきました。今回は、アミノ酸と健康・病気の関係をご紹介します。 

 

1．アミノ酸とは？ 

 私たちのからだの 20％はタンパク質でできています。タンパク質はアミノ酸

がつながってできたものです。タンパク質の働きは、体を作る、守る、栄養分

になるといった生命を維持するために欠かせないものです。つまり私たちのか

らだの 5 分の 1 はアミノ酸でできていて、動物だけでなく、すべての生き物に

とってアミノ酸はなくてはならないものです。食べ物としてタンパク質(肉・魚

など)を食べると、一度アミノ酸まで細かくされ必要なたんぱく質に作り替えら

れます。 

                

 

図 1．タンパク質(アミノ酸)のはたらき 

 

 アミノ酸は大きく 2 種類に分かれます。からだで作ることができない必須ア

ミノ酸と、からだで作ることができる非必須アミノ酸です。必須アミノ酸は、

食事から摂取するしかありません。必須アミノ酸は動物によって数が違い人で 9、

犬で 10、猫で 11 種類と言われています。 

 

 

2．健康とアミノ酸 

 これまでに健康とアミノ酸の関係も多く研究されています。特に必須アミノ

酸の不足は、低栄養・成長不良・肌荒れなどの原因となります。アミノ酸を摂



取することで、免疫力アップ、筋タンパク質の増加、睡眠の質向上などの効果

が知られています。化粧品などに含まれている場合もあります。特定のアミノ

酸ばかりでなく、食事などからバランスよくアミノ酸を摂取することも必要で

す。 

 アミノ酸と食事の関係では、「桶の理論」という言葉が使われる場合がありま

す(図 2)。食事から摂取したアミノ酸には、少ないアミノ酸や余るアミノ酸があ

ります。特に、 必須アミノ酸

が一つでも不 足すると、その

不足したレベ ルまでしか他

のアミノ酸も 働かなくなる

と言われてい ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．アミノ酸の桶。桶を作る板の長さ(個々のアミノ酸スコア)が、たった 1 本

だけでも短いとその長さまでの水しか入らなくなります。その水の量がアミノ

酸スコアとなります(左図)。桶を作る板の長さ(アミノ酸)が、必要とするだけ 

の長さ(量)に達していれば桶には水を並々と入れることができます(右図)。 

 

 

3．医療分野でのアミノ酸 

すでに動物医療の分野でも、肝臓病などでアミノ酸が使用される場合があり

ます。また、手術後にあるアミノ酸を点滴することで手術後の免疫力アップが

期待されます。最近分かってきたことは、病気によって血液を泳いでいるアミ

ノ酸のバランスが変化するということです。人では、がん、メタボリックシン

ドローム、糖尿病などが血液中のアミノ酸を調べることによって診断可能と言

われています。 

 では、動物ではどうでしょうか？これまでにも心臓病や、肝臓病で血液中の

アミノ酸に変化が出ることは知られていました。私たちは世界に先駆けて、動

物のがんでも血液中のアミノ酸に変化が出ることを突き止めました(図 3)。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．犬の乳腺腫瘍(乳がん)での血液中アミノ酸変化 

 健康な犬(コントロール、青線)を 100 とします。それと比較して、乳がんの

犬(赤、黄緑)ではアミノ酸のバランスが崩れてしまっています。さらに、がんの

転移がある犬(転移、黄緑)とない犬(非転移、赤)で比較するとがんの転移によっ

てさらにバランスが崩れることが分かりました。 

 

4．今後の展望 

 動物医学の向上により、高齢の犬・猫も増えてきました。同時にがん、糖尿

病、肝臓病、腎臓病などの病気の犬・猫に遭遇する機会も増えています。これ

らの病気は、早期診断・治療が重要な場合が多いです。でも動物は我慢強い・

苦しみを訴えないので、気づいた時には病気が進行していたということもしば

しばです。「もっと早く見つけてあげることができればいいのに．．．」、私たちは

常にこの思いと葛藤しています。 

血液のアミノ酸バランスを調べて、動物でも病気の早期診断ができないかど

うか、肺や脳に遠隔転移を発見することができないか、現在研究を行っていま

す。また、犬・猫では多種多様な犬種・猫種が存在するにも関わらず、犬種・

猫種によるアミノ酸代謝の違い、年齢・性別による違いも全く研究されていま

せん。現在、これらの要因によるアミノ酸代謝の違いを研究しています。それ

ぞれの犬種・猫種には、罹りやすい(犬種・猫種特異的な)病気が存在します。犬

種・猫種に特徴的なアミノ酸バランスの違いが病気の成り立ちを教えてくれて

いるのかもしれません。 

 なお、鳥取大学農学部附属動物医療センターでは、血液のアミノ酸分析を実

施しています。ご興味を持たれた方は、動物医療センターまでご連絡ください。 
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